
香川県坂出市の「ふじみ眼科・内科クリニック」は、眼科に内科を併設することを契機に、2023（令和5）年3月に新築リニューアル。設計時はコロナ禍にあり、来院数が増えてもゆとりが持てる空間づくりを心掛けた。

水まわりの特長
建物の特徴
1992（平成4）年、香川県坂出市に開業した「沖津眼科クリニック」は、2020（令和2）年に小児斜視・弱視の専門医が加わり、2023（令和5）年には内科も併設する「ふじみ眼科・内科クリニック」として新築リニューアル。旧病院のすぐそばに建設し、旧病院跡地は駐車場となった。建物に入ると左が眼科、右が内科のスペースで分けられ、眼科側にバリアフリートイレ、内科側に男性トイレと女性トイレを各1ヶ所と発熱外来専用トイレを設置。そのほかスタッフ専用トイレも備えている。ゆとりのある空間設計をはじめ、清潔感が重要視されるクリニックだからこそ「トイレが安心して利用できることは、クリニック選びのひとつの要素となり得る」との考えのもと、衛生面に優れたトイレの計画にこだわった。

トイレの特長
リニューアルに際し、トイレは最も注力すべきポイントのひとつとなった。設備面の充実は当然のことながら、ラグジュアリー感ある空間意匠に。眼科側のバリアフリートイレは、複数のお子様を連れてくる保護者も少なくないため、お子様と保護者が全員一緒に入れるよう、スペースにゆとりのある空間とし、おむつ替えができるようベビーシートや手洗いコーナーには踏み台も準備している。衛生面では、手洗いコーナーに非接触で使用できる自動水栓を採用。大便器も、手をかざすだけで便ふたが開閉、さらに使用後オート洗浄する商品を選定。また、6分ごとに完全換気をする換気システムも導入。常に清潔を保つため、開院前、昼食後、閉院後の3回に加え、1日に何度も確認、清掃にも細かく気を配っている。

建物に入ると、左が眼科、右が内科のスペースでわけられ、眼科側にバリアフリートイレ、内科側に男性トイレと女性トイレを各1ヶ所、さらに発熱外来専用トイレを設置。そのほか、スタッフ専用トイレも備えている。

建築概要
名称	 ふじみ眼科・内科クリニック
所在地	 香川県坂出市冨士見町1-1-11
施主	 有限会社沖津メディカルサービス
設計	 株式会社寒川建築研究所
施工	 富士建設株式会社
竣工年月	 2023年1月
建築面積	 491.55㎡
延床面積	 491.55㎡
構造・階数	 鉄骨造・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS498系
ウォシュレットアプリコットP：TCF5850系／自動洗浄小便器：UFS900JS
台付自動水栓：TLE26502J／ベビーチェア：YKA16S
パブリック用手すり：T114CL10R、T114HK7R

女性トイレは車いす使用者も利用できるよう、大便器の左右に手すりを設置し安全面にも配慮。内科側のトイレでは、男女ともに、検尿用の小窓が用意されている。清掃性のよい壁掛型の自動洗浄小便器とハイドロセラ・フロアPUを採用。壁面は床材と同じマーブル模様の塩ビタイルを用い、ホテルライクなラグジュアリー感のある雰囲気。間接照明で落ち着きと温かみも演出している。手洗いコーナーは、お子様が利用しやすいように少し低めに設計。さらに小さいお子様の利用に考慮し、踏み台も設置。壁面には海の生き物が描かれたデザインタイルを用いて、楽しんで使えるデザインにしている。

お子様の来院が半数を占める眼科側には、自由に遊べるキッズスペースを設けている。バリアフリートイレ入口は、お子様がトイレに行き来するのが見えるよう、あえて待合から見えやすい位置に配置している。

男性、女性、お子様が利用できることがひと目でわかるサイン。突き出した形状の愛らしいサインは、座っている姿が微笑ましい。発熱外来診察室のすぐ隣にも専用トイレを設置。大便器は、手をかざすだけで便ふたが開閉、さらに使用後オート洗浄する便ふた電動開閉機能付きエコリモコン搭載のウォシュレットアプリコットPを採用している。手洗いだけの用途でも利用できるように、トイレの外に設けられた手洗いコーナー。衛生的に手洗いできるよう自動水栓が設置されている。

バリアフリートイレはスペースを広く有してベビーカーのまま入ることができ、お子様と保護者が一緒に入って用を足したり、おむつを替えたりすることができる。トイレ内にはベビーチェアも備えている。

ふじみ眼科･内科クリニック
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ふじみ眼科･内科クリニック

眼科	バリアフリートイレ バリアフリートイレはスペースを広く有
してベビーカーのまま入ることができ、
お子様と保護者が一緒に入って用を
足したり、おむつを替えたりすることが
できる。トイレ内にはベビーチェアも備
えている。

内科	手洗いコーナー 手洗いだけの用途でも利用できるよ
うに、トイレの外に設けられた手洗い
コーナー。衛生的に手洗いできるよう
自動水栓が設置されている。

発熱外来専用トイレ 発熱外来診察室のすぐ隣にも専用ト
イレを設置。大便器は、手をかざすだ
けで便ふたが開閉、さらに使用後オー
ト洗浄する便ふた電動開閉機能付き
エコリモコン搭載のウォシュレットアプリ
コットPを採用している。

トイレサイン 男性、女性、お子様が利用できること
がひと目でわかるサイン。突き出した形
状の愛らしいサインは、座っている姿
が微笑ましい。

眼科	内観 お子様の来院が半数を占める眼科側
には、自由に遊べるキッズスペースを
設けている。バリアフリートイレ入口は、
お子様がトイレに行き来するのが見え
るよう、あえて待合から見えやすい位
置に配置している。

眼科	手洗いコーナー 手洗いコーナーは、お子様が利用し
やすいように少し低めに設計。さらに
小さいお子様の利用に考慮し、踏み
台も設置。壁面には海の生き物が描
かれたデザインタイルを用いて、楽しん
で使えるデザインにしている。

内科	男性トイレ 清掃性のよい壁掛型の自動洗浄小
便器とハイドロセラ・フロアPUを採用。
壁面は床材と同じマーブル模様の
塩ビタイルを用い、ホテルライクなラグ
ジュアリー感のある雰囲気。間接照明
で落ち着きと温かみも演出している。

内科	女性トイレ 女性トイレは車いす使用者も利用でき
るよう、大便器の左右に手すりを設置
し安全面にも配慮。内科側のトイレで
は、男女ともに、検尿用の小窓が用意
されている。

建築概要
名称	 ふじみ眼科・内科クリニック
所在地	 香川県坂出市冨士見町1-1-11
施主	 有限会社沖津メディカルサービス
設計	 株式会社寒川建築研究所
施工	 富士建設株式会社
竣工年月	 2023年1月
建築面積	 491.55㎡
延床面積	 491.55㎡
構造・階数	 鉄骨造・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS498系
ウォシュレットアプリコットP：TCF5850系／自動洗浄小便器：UFS900JS
台付自動水栓：TLE26502J／ベビーチェア：YKA16S
パブリック用手すり：T114CL10R、T114HK7R

図面
建物に入ると、左が眼科、右が内科のスペースでわけられ、眼科側にバリアフリー
トイレ、内科側に男性トイレと女性トイレを各1ヶ所、さらに発熱外来専用トイレを設
置。そのほか、スタッフ専用トイレも備えている。

水まわりの特長
建物の特徴
1992（平成4）年、香川県坂出市に開業した「沖津眼科クリニック」は、2020（令和
2）年に小児斜視・弱視の専門医が加わり、2023（令和5）年には内科も併設する
「ふじみ眼科・内科クリニック」として新築リニューアル。旧病院のすぐそばに建設
し、旧病院跡地は駐車場となった。建物に入ると左が眼科、右が内科のスペース
で分けられ、眼科側にバリアフリートイレ、内科側に男性トイレと女性トイレを各1ヶ所
と発熱外来専用トイレを設置。そのほかスタッフ専用トイレも備えている。ゆとりのあ
る空間設計をはじめ、清潔感が重要視されるクリニックだからこそ「トイレが安心し
て利用できることは、クリニック選びのひとつの要素となり得る」との考えのもと、衛
生面に優れたトイレの計画にこだわった。

トイレの特長
リニューアルに際し、トイレは最も注力すべきポイントのひとつとなった。設備面の充
実は当然のことながら、ラグジュアリー感ある空間意匠に。眼科側のバリアフリート
イレは、複数のお子様を連れてくる保護者も少なくないため、お子様と保護者が全
員一緒に入れるよう、スペースにゆとりのある空間とし、おむつ替えができるようベ
ビーシートや手洗いコーナーには踏み台も準備している。衛生面では、手洗いコー
ナーに非接触で使用できる自動水栓を採用。大便器も、手をかざすだけで便ふた
が開閉、さらに使用後オート洗浄する商品を選定。また、6分ごとに完全換気をす
る換気システムも導入。常に清潔を保つため、開院前、昼食後、閉院後の3回に加
え、1日に何度も確認、清掃にも細かく気を配っている。

外観 香川県坂出市の「ふじみ眼科・内科ク
リニック」は、眼科に内科を併設するこ
とを契機に、2023（令和5）年3月に新
築リニューアル。設計時はコロナ禍に
あり、来院数が増えてもゆとりが持てる
空間づくりを心掛けた。
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